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2021年第7回⼤会において、「個⼈ 対 個⼈ の共同研究の橋渡し:宇治電⼦サロン」という表題でポスター発表を⾏った。その発表において京都⼤
学の防災⼯学の若⼿研究者が学外若⼿研究者2名とメキシコにおける⽂化⼈類学的研究を展開するという異分野融合研究の個別⽀援スキームを紹介
した。この研究者に対してはその後もこの研究会の伴⾛⽀援を継続し、2024年2⽉には、メキシコ⼈研究者も含めて、国際シンポジウムという形
で⼀つの⽀援が結実した。
その⼀⽅、当該研究者はメキシコ・エルサルバドルをフィールドとした超⼤型国際研究費（SATREPS）の研究代表者として採択され、宇治電⼦サ
ロンメンバーも国際共同研究チームに加わった。
発表者による研究⽀援は、研究代表者がSATREPSの研究課題を終了した後にも持続的な研究を継続することを⾒据えて、京都⼤学On-Site 
Laboratoryへの採択、メキシコ国⽴⾃治⼤学（UNAM）との研究交流協定・学⽣交流協定の締結、といった⽀援の段階に⼊っている。
本ポスター発表は、URA個⼈による⼀研究者の⻑期的伴⾛⽀援及びそのマネジメントの例ではあるが、様々な側⾯を持つ⽀援のケーススタディー
となっている。それぞれのケースに関して、あるいは総合的マネジメントに関して、参加者の皆様と議論できればと思っている。

1. ⽀援の背景︓そもそも宇治電⼦サロンとは︖

参加研究者 招待研究者 電⼦サロン 共同研究へ

異分野の招待研究者を探索 サロン開催を
オーガナイズ

サロンを
ファシリテート

意気投合︕

研究資⾦
獲得を⽀援

研究者

URA

2. ⽀援の結実（１）︓京都⼤学分野横断プラットフォーム事業への採択

宇治電⼦サロンのメンバー（2期メンバー。1, 3期サロンは⾃然消滅）
 京都⼤学 防災研究所 中野 元太 助教

  都留⽂科⼤学 ⽂学部 ⼭越 英嗣 准教授
 専修⼤学 国際コミュニケーション学部 ⼩林 貴徳 准教授

分野横断プラットフォームの成果（１）
⽇墨国際オンラインシンポジウム開催（2024/2）
事前申込者約1,300名、当⽇参加者のべ948名

Cómo se representan los desastres: 
la expresión artística, conector de cultura, tiempo y lugar

【開催日 /Fecha】

【開催方式 /Modalidad】

Zoom ウェビナー形式（日本語・スペイン語 , 同時通訳あり）

【プログラム /Programa】

中野元太：開会・趣旨説明
Genta Nakano: Apertura y declaración de objetivos

小林貴徳：版画に刻まれた災害―ポサーダのリトグラフと日本の鯰絵
Takanori Kobayashi: Desastres en grabados: 
litografías de Posada y namazu-e de Japón

山越英嗣：レタブロと災害
Hidetsugu Yamakoshi: Retablos y desastres

シンシア エストラーダ：防災マンガ「精霊木の秘密」
Cynthia Estrada: Cuento ilustrado “El Secreto del Árbol”

中野元太：ぼうさいダックのカルチュラル・チューニング
Genta Nakano: Adaptación cultural del “Bosai duck”

ナシェリ アレジャノ：ゲレロ州山間部におけるラジオ小説の取り組み

トマス サンチェス：ラップアップ
Tomás Sánchez: Comentario

ポピュラーアートがむすぶ
時間・空間・異文化間

■日本時間

2024年 2月3日（土）9時～ 11時
Hora de Japón: sábado, 3 de febrero de 2024, de 9.00 a 11.00 horas

■メキシコ時間

2024年2月2日（金）18時～20時

Hora de México: viernes, 2 de febrero de 2024, 
de 18:00 a 20:00 horas

【申し込み（参加無料。事前申し込み要）】
Participación gratuita. Inscripción previa obligatoria.

国際シンポジウム / Simposio internacional

　人々は様々な災害の記憶の仕方を持っている。その一つにポピュラーアートがある。災害のポピュラーアートは、その時 
代の人々の災害や自然とのかかわりあい方や、人々が災害をどのようにみなしていたのかを示している。すなわちポピュラー 
アートとは、特有の時間（T）、特有の空間（L）、特有の文化（C）において構成された、人々の災害の記憶の仕方の一部である。  
　このシンポジウムの狙いは、日本に特有のTLCに支えられてきたポピュラーアート、メキシコに特有のTLCに支えられて
きたポピュラーアートを概観して、これらを架橋すること、すなわちインターテンポラル（T）、インターローカル（L）、 
インターカルチュラル（C）に結びあわせると何が生まれるのだろうと考えることにある。災害・防災のポピュラーアート 
についての理解を深め、よりよいリスクコミュニケーションを目指す知見を得る。

　A través de la expresión artística popular, podemos descubrir que cada pueblo conserva formas diferentes de percibir, representar 
y recordar los desastres. El arte popular es una manifestación cultural que permite conocer cómo la población de distintas épocas 
entendía e interactuaba con la naturaleza; así como indagar en la forma como se explicaban y entendían los desastres. El arte, 
asociado con los desastres, es construido dentro de un contexto cultural (C), donde el tiempo (T) y la localidad específica (L) son 
determinantes. 
　El objetivo de este simposio es conocer y compartir ejemplos de expresiones artísticas construidas en contextos CTL puntuales 
de Japón y México, y tender puentes entre ellos. Es decir, se trata de reflexionar sobre lo que puede crearse desde una perspectiva 
intertemporal (T), interlocal (L) e intercultural (C). Este ejercicio contribuye al análisis de la expresión artística sobre los desastres y 
adquirir conocimientos útiles para mejorar la comunicación de riesgos dentro de las comunidades de ambos países, considerando 
sus tradiciones y sus formas de expresión popular.

Formato de seminario web Zoom (japonés y español, con interpretación simultánea）

災害の描かれ方

Nasheli Arellano: Río Negro, radionovela en la 
　　　　　　　　　Montaña de Guerrero

分野横断プラットフォームの成果（２）
 ⽇⻄⼆カ国版電⼦ブック作成
https://u.kyoto-u.jp/3ydah
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宇治電⼦サロンの開催
 メキシコの⽂化⼈類学的研究を異分野研究者の交流をベースに推進
  2021年1⽉〜2024年3⽉（およそ3ヶ⽉に⼀度開催）
  基本オンライン開催、2回オンサイト開催（京都）

京都⼤学分野横断プラットフォームとは︖
学際研究のアイデアがある研究者が、研究チームやネットワー

クを形成したり，課題に取り組む道筋をつけたりする
ために、研究会やワークショップを開催しようというとき、これ
を資⾦⾯やソフト⾯から⽀援する学内ファンド。

3. ⽀援の結実（２）︓SATREPSへの採択
SATREPSとは︖
地球規模課題対応国際科学技術
協⼒プログラム
• SATREPS（サトレプス）地球
規模課題の解決に向けた⽇本
と開発途上国との国際共同研
究を推進するプログラムです。

• 研究期間5年間、研究費5億円。

SATREPS⽀援の成果
宇治電⼦サロンの成功を受けて、電⼦サロンのメンバーである、

⼭越准教授と⼩林准教授をSATREPSのメンバーに追加できたこと。

4. ⽀援の結実（３）︓京都⼤学On-site Laboratoryへの採択
京都⼤学On-site laboratoryとは︖
海外の⼤学や研究機関等と共同で設置する現地運営型研究室で、海

外機関等と活発な研究交流を⾏い、世界をリードする最先端研究を推
進するとともに、優秀な外国⼈留学⽣の獲得、産業界との連携の強化
等、⼤学への波及効果が⾒込める様々な取組の実現を⽬指し、京都⼤
学が世界の有⼒⼤学に伍して第⼀線で活躍するための基盤や体制を強
化することを⽬的としています。

On-site laboratory採択の成果
メキシコ国⽴⾃治⼤学(UNAM)にOn-site laboratoryを設置申請を

するにあたって、審査のポイントを情報収集し提供した。申請者は、
中野助教と京都⼤学 防災研究所 伊藤 喜宏 准教授。

5. ⽀援中︓京都⼤学・UNAM間学術交流協定（MOU）締結へ

• UNAMとの持続的な研究・教育交流を⾏うためにMOU /SEA締
結を⽬指す。

• 発表者は、締結のプロセスに積極的に関与することで貢献する。

6. まとめ

• 2021年1⽉から現在まで⻑期にわたって⼀⼈の有望な若⼿研究者を
伴⾛⽀援してきた。これは⾔い⽅を変えれば、若⼿研究者が⼤成して
いく個別プロジェクトをマネジメントしていることに他ならない。

• 伴⾛⽀援しながら、分野横断プラットフォーム、SATREPS、On-site 
laboratoryという⼤⼩様々な外部資⾦等の申請、採択に貢献し、 今
はMOU締結に向けた貢献をしている。

• 今後もUNAMとの持続可能な研究交流の実現に貢献すること、またこ
の若⼿研究者がさらに⼤成することを⽀援したい。

京都⼤学学術研究展開センター（KURA）では、新たに10名程度の
URAを募集しています ︕
https://u.kyoto-u.jp/0tkpr
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